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本書は,仏教が支配的な三つの社会(スリランカ,

タイ,ビルマ)での宗教,政治,エスニック集団

間の乱蝶 ･紛争を検討した論文集である｡ここに

収録された論文は,国際エスニック研究センター

(スリランカ)とチュラロンコーン大学 (タイ)の

主催によるワークショップ,r仏教的政体における

少数民族 :スリランカ,タイ,ビルマの事例J (開

催日時不明)で発表されたものである｡本書は,

以下に示すように,4部からなる13の論文で構成

されている｡

序章 :仏教社会におけるエスニック紛争

- スリランカ,タイ,ビルマ

(K.M.deSnva)

第1部 :理論的な諸問題

1章 :アイデンティティ像の論理 と共同体的

(communal)暴力の倫理 :仏教徒の見解

(padmasirideSnva)

2章 :想像力と国家について

(chaiwatSatha-An d)

3章 :仏教教義における少数民族

(p.D.Premasiri)

第2部 :仏教,少数民族,公共政策

4章 :スリランカにおけるナショナリズムと国

家 (K.M.deSuva)

5章 :ビルマ史における少数民族

(RonaldD.Renard)

6章 :タイにおけるナショナリズムと国家

(LikhitDhiravegin)

第3部 :仏教僧院と少数民族

7章 :スリランカにおける仏教復興とキリスト

教徒の特権- 1940年から1965年まで

(氏.N.0.Dhamudasa)
8章 :タンマチャリク僧 (Dham〝MCan'kBhik-

肋〟)計画の北タイ山地民-の影響

(SanitWongsprasert)

9章 :スリランカ仏教僧にとってのエスニシテ

ィ-とナショナリズム

(NathanKatz)

第4部 :仏教的政体における少数民族の事例研究

lo草 :スリランカのプランテーションにおける

インド･タミル人労働者一一福祉と統合

(S.W.R.deA.Samarasinghe)

11章 :現代ビルマにおける宗教的少数民族

(Trevor0.Ling)

12章 :蓮と三日月- 南タイにおける宗教的シ

ンボリズムの衝突 (Su血 Pitsuwan)

13章 :スリランカの少数民族,ムスリム人

(K.M.deSilva)

本書の特徴は,仏教的政体の ｢理想｣と ｢現実｣

を同時に扱っている点にある｡ここで検討される

中心的な問いは,非暴力と寛容が中心的な価値観

である仏教社会で,どのようにエスニック集団間

の対立や紛争が起きるのかというものである｡も

っとも,ここに収録された論文は,理論的研究や

事例研究として個々の評価は分かれるところであ

る｡とくに,事例研究は,特定の時期の断片的な

分析であって,歴史的な流れ全体を十分検討して

いるわけではない｡また,S血 論文は例外である

が,その他のいくつかの論文は少数民族からの視

点に乏しく,Chaiwatの言う ｢少数民族閉篭とは,

多数民族間蔑なのである｣(p.27)という見方が必

ずしも反映されてはいない｡しかし,それにも関

わらずこれらの論文は,三つの仏教社会の宗教,

政治,少数民族の諸相を概観することを可能にし,

仏教政体の ｢理想｣と ｢現実｣について議論する

ために十分な材料を提供している｡以下で述べる

ように,本書は仏教的政体を脱神話化するという

点で,評価しうるものとなっている｡

本書の第1部では,まず仏教的政体の ｢理想｣

が仏教教理にもとづいて検討される｡ここで示さ

れるのは民衆の仏教実践と離れた,きわめてエリー

ト的な分析である｡Premasiriは仏教教理の分析を

とおして,仏教理念に則った政体 (例えば,アシ

ョカ王の統治形態)において少数民族問題は起こ

らないとし,そのような政体の実現に努力するこ
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とを説いているoP.deSilvaは,仏教における無

戟 (ana血)の概念によってエスニック･アイデン

ティティの幻想性を明らかにし,仏教における他

の宗教-の寛容性を示すとともに,社会の改変に

おける非暴力性を指摘している｡しかし,このよ

うな仏教の理念は現実の社会的実践と大きく隔た

っており,その溝を埋めるための実践的倫理はい

まだ生まれていないとする｡

それではこの仏教的政体の ｢理想｣と ｢現実｣

の津はどのように生じるのか.Chaiwatは政治社

会学的な立場から国民国家の否定的な側面を理論

的に検討し,いかにして少数民族問題が生起する

かを論じている｡彼は,まず,国家がどのように

して `̀想像の共同体''､としての国家像 (支配的な

言語や領土,宗教,慣習といったものに基礎づけ

られた自己と共同体の感覚)を作り上げ,統治の

正当性を確立するかを示す｡また,このようにし

て成立した国家が,時として,二つのタイプの暴

力を社会内部の少数民族に加えることを示してい

る｡一つは,政策を通して彼らを受け入れ難い従

属的な状態や地位におとしめる構造的暴力,もう

一つは,"想像の共同体"としての国家像を支えて

いる支配的文化 (とりわけ宗教や言語)に至高の

位置を与える象徴的暴力である｡そして,この二

つの暴力が同時に作用するとき,少数民族がテロ

リズムと分離主義に向かうと論じている｡

ここで Chaiwatは,冒頭に示した本書の問いを

検討する基本的枠組みを捷供している｡彼は,現

代社会における少数民族問題を,P.deSilvaの指

摘した仏教的実践倫理の間蓮でなく,"想像の共同

体''としての国民国家の問題であることを示唆し

ている｡仏教的政体を "想像の共同体"としてと

らえ,その脱神話化を主張しているのである｡そ

して,このような仏教政体の脱神話化の必要性は,

第2部以下における三つの仏教的政体の ｢現実｣

の分析によって,より鮮明になっていく｡

K.M.deSilvaによれば,植民統治下のスリラ

ンカでは,支配権力に近いキリスト教徒が政治的

優位を保っていたが,独立前後を境にそれがシン

ハラ仏教徒に移行 したという｡そして,政府は

1956年に仏教とシンハラ語を至高の位置に置く政

策を打ち出し,シンハラ･ナショナリズムの高揚

をもたらした｡これは明らかに,非仏教徒である
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タミル人にたいする象徴的暴力であり,公的機関

への就職差別に結果する構造的暴力でもあった｡

これが現在も続くシンハラ-タミル抗争のきっか

けの一つになったことは言うまでもないo

Ren∬dは,英国植民地化以前のビルマにおける

エスニック集団を論じ,そこには多くのエスニッ

ク集団が独立して存在しながら,相互に自由な交

流を行なっていた｡しかし,一般によく知られて

いることだが,植民統治下でビルマ族とその他の

エスニック集団が分割して統治された結果,独立

後の深刻な少数民族問題をもたらしている｡その

一例としてLingは,政府が1961年に仏教を国教と

して制定し,非ビルマ族地域との関係を悪化させ

た過程を描いている｡

これにたいして,タイは,少数民族問題の顕在

化してきたスリランカやビルマと異なり,比較的

安定した仏教的政体を作 り上げてきた｡仏教と,

バンコクの王権,そして官僚制にもとづいた "想

像の共同体"を確立させ,多くのエスニック集団

を統合し同化してきたのであるoLikhitは,この

ようなタイの成立する過程を,ラーマ4世の反中

国人キャンペーンとピブ-ン元帥による国民国家

形成のための様々なキャンペーンを通して記述し,

さらにSanitは,仏教僧による北部山地民の同化

キャンペーンをごく最近の事例として紹介してい

る｡しかし,このようなタイにも少数民族問題が

表面化していないわけではない｡Su血 が示すよう

に,南タイのマレイ･ムスリム社会において政府

の同化政策にたいする反感が高まっており,それ

らは色々な宗教的場面において象徴的に表現され

ている｡

このように本書では,スリランカ,タイ,ビル

マにおける"想像の共同体''としての仏教的政体と,

それが生みだす少数民族問題を概観することがで

きる｡そして,それによって冒頭に示した問いに

たいする一応の答が可能となる｡それは,本書編

集の中心人物であるK.M.deSdvaが序章で悲観

的に述べているように,｢社会の統一と調和をもた

らす政策のもととなる中心的価値観として,仏教

的政体というものは,もはや他のどのような政体

とも同様に,役立たないものとなってしまった｣

(p.10)というものである｡

しかしながら,これですべての問題が解決した
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わけではない｡というのも,本書では少数民族問

題との直接的な関係でのみ仏教的政体の性格が検

討され,それ以外の多様な性格に関して包括的な

検討がなされてこなかったからである｡つまり,

手を替え品を替え仏教的政体が語られ,再生産さ

れるメカニズムの内在的な解明が必要なのである｡

スリランカに限って言えば,最近のS.∫.Tambiah
の研 究 (Buddhism BetrayedP.･Relbion,Politics,

評

andViolenceinSn'Lnnka)はそのような解明を詳

細に行なっている｡今後は,このような分析をタ

イやビルマでも行ない,それらの比較検討を行な

うことによって,"想像の共同体"としての仏教的

政体を内在的に脱神話化することが期待される｡

その意味で,本書はその一里塚と言えるだろう｡

(足立 明 ･北海道大学)
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